
















































































(a) ｢祇園社･四条河原同展風｣ (堺市博物館編『相撲の歴史』, pp.16-
17)
これは寛永の頃(1624-1644)の作だと言われている｡




























































































































































「能舞台は昔， 屋外に設けられたときも， また， 近年になって屋内
に設けられるようになっても破風造りの屋根にするのが基本であった。
かぐらぜん










破風造りは当時の「東京日日新聞j (M42. 6. 2)， r読売新聞j (M42. 6. 6) ， 





(a) 明治45年春場所から変わった。(風見著『相撲，国技となるj，p. 92 ) 
この場所， 土俵の照明を明るくし， 水引幕を高くしているが，
破風の四方向を二方向に変えたというO
(b) 大正9年1月場所から変わった。 u相撲大事典t p.32 6) 















『や まと新聞j (M43. 1. 31)にも国技館内部の土俵を写した写
真があるO 屋根は四方向破風入母屋造りであるo 1月場所は間違
いなく四方向破風の屋根だ、ったことを証明しているo


































































































































































































































































































































































が一時的に変わったことがあるO たとえば， 昭和2 0年1月場所(非公開)
には空襲で国技館が壊滅状態になったため切妻造りの屋形だ、ったし， 昭和
21年11月場所の屋形はこれまでの屋形とは異なるものだ、った。
臨時に設営された本場所では， 屋内であれ， 屋外であれ， 当時の国技館
で使用された屋形を必ずしも使用していなしE。多くの場合， 切妻造りだ、っ
たが， 入母屋作りもあった。 たとえば， 大正6年から大正9 年までの屋形
と昭和19年夏場所の後楽園球場の屋形は切妻造りだ、った。 また， 戦後の昭
和2 2年夏場所から25年夏場までも切妻造りだ、った。 このように， 天災， 人
災， 戦災などで土俵を臨時に築かざるを得なかった場合は， 当時の国技館
で使用していた屋形とはしばしば異なっているO
昭和27年秋場所， 四本柱を撤去し， 吊り屋根に変わった。 四本柱の代わ
りに房を垂らした。 建築中の国技館の屋内で本場所は行なったが， 吊り屋
根の屋形は神明造りでなく， 平べったい板でイ乍ったものだ、った。 この水平
















































































































































































































































































































(i) 26年春場所,夏場所,鉄骨建築中の蔵前国技館,神明造り, 6本の鰹木｡ (『近
世日本相撲史(3)』)｡












り天井の堂々とした引11明造り。t!Vi棒は大きいが， 縦棒はキ1 1し、。 桜紋はない。
鰹木は6本である。cr近世11本相撲史(3)J)/f相撲両国国技館， p.86)。
(11) 29年秋場所， 成前国技館， 9月に落成式， I'I�り尿根(現在と同じ)。 新しく
rlJり変えた。 股木は依然として6本である。 前場所までの屋形と大きく異な
るのは， 横棒と縦棒が同じ大きさになり， 交差していることである。I近世
日本相撲史C 3 )j/ r相撲両国国技館， p.87)。
(0) 60�1'- 1月， 両国凶技館。 5本。 これまで、の屋形と大きく異なるのは， 2つあ
る。
(1) 鰹木が5本になっている。






(4 ) ネ111明造り ( 6本の!��草木で、凶本柱)
124 
(5) H百和20年11月場所 (切妻造り) (6) 昭和27年 9 場所 (吊 り屋根)
(7) H百和28年5月場所の屋根(神明造り) (8) 鰹木6本で吊り屋根(昭和59年まで)
(9)鰹木5本で吊り屋根(昭和60年以降) 同 明治43年1月の国技館の土俵
(Wやまと新聞.1 (M43. 1. 31) ) 
土俵の屋根　　125
(ll)明治43年6月の国技館の土俵　　　(12)明治43年8月の国技館の土俵
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